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特集：新病院長就任のご挨拶
新看護部長就任のご挨拶



埼玉県立循環器・呼吸器病センター

病院長 栁澤 勉

新型コロナウイルスと闘う
最前線の医療機関の病院長

特集 新病院長就任のご挨拶

令

和

二

年

四

月

一

日

を

も

っ

て
、

埼

玉

県

立

循

環

器

・

呼

吸

器

病

セ

ン

タ
ー
病

院

長

に

就

任

し

た

栁

澤

勉

で

す
。

当

セ

ン

タ
ー
の

令

和

二

年

度

の

病

院

運

営

方

針

は

１

誠

意

と

熱

意

あ

る

患

者

さ

ん

対

応

２

最

新

医

療

の

追

求

３

T

Q

M

活

動

の

推

進

４

地

域

医

療

連

携

の

推

進

５

自

己

研

鑽

と

チ
ー
ム

医

療

へ

の

貢

献

６

効

率

的

な

病

院

運

営

と

し

て

い

ま

す
。

当

セ

ン

タ
ー
は

埼

玉

県

北

部

の

循

環

器
、
呼

吸

器
、
脳

卒

中

の

専

門

病

院

と

し

て

近

隣

の

医

師

会

の

先

生

か

ら

患

者

さ

ん

を

ご

紹

介

い

た

だ

い

て

成

り

立

っ

て

い

て
、

5

0

0

近

い

医

療

機

関

と

連

携

し

て

い

る

地

域

支

援

病

院

で

す
。
特

に
、
こ

こ

二

.

三

年

は

脳

神

経

セ

ン

タ
ー
の

活

躍

が

目

覚

ま

し

く
、

脳

卒

中

の

基

幹

病

院

と

し

て

存

在

を

存

分

に

示

し

て

い

ま

す
。
2

4

時

間
、
3

6

5

日

い

つ

で

も

対

応

し

て

い

る

姿

勢

に

頭

が

下

が

り

ま

す
。
循

環

器

内

科
、
心

臓

外

科
、

血

管

外

科

で

従

来

か

ら

の

狭

心

症

や

心

筋

梗

塞

な

ど

の

冠

動

脈

疾

患
、

心

臓

弁

膜

症

や

大

動

脈

疾

患
、
末

梢

血

管

疾

患

に

対

し

て
、
従

来

か

ら

の

手

術

に

加

え
、
カ

テ
ー
テ

ル

手

術

な

ど

患

者

さ

ん

の

状

況

に

合

わ

せ

て

治

療

を

行

っ

て

い

ま

す
。

呼

吸

器

内

科
、
呼

吸

器

外

科

で

は

共

同

し

て

診

療

を

行

っ

て

い

ま

す
。

政

策

医

療

と

し

て

結

核

診

療

は

前

身

の

小

原

療

養

所

時

代

か

ら

面

々

と

行

っ

て

い

ま

す
。
様

々

な

微

生

物
（
細

菌
、
ウ

イ

ル

ス
、
真

菌

e

t

c
）
に

よ

る

肺

炎
、
肺

癌

の

プ

レ

シ

ジ

ョ

ン

メ

デ

ィ

シ

ン
（
精

密

医

療

：

肺

癌

細

胞

を

遺

伝

子

レ

ベ

ル

で

分

析

し
、
適

切

な

治

療

法

を

選

択

す

る

オ
ー
ダ
ー
メ

イ

ド

治

療
）
、
様

々

な

原

因

に

よ

る

間

質

性

肺

炎
、
ア

レ

ル

ギ
ー
と

の

関

係

の

深

い

気

管

支

喘

息
、
そ

の

他

の

ま

れ

な

呼

吸

器

疾

患

も

積

極

的

に

診

断

し

治

療

し

て

い

ま

す
。
消

化

器

外

科
、
腎

臓

内

科
、
緩

和

ケ

ア

内

科
、
放

射

線

科
、
麻

酔

科
、
リ

ハ

ビ

リ

科
、
病

理

診

断

科

は

独

立

し

た

診

療

に

加

え

各

科

と

共

同

し

専

門

性

高

く

診

療

し

て

い

ま

す
。

皆

そ

れ

ぞ

れ

の

立

場

で

大

い

に

病

院

運

営

に

貢

献

し

て

い

た

だ

い

て

い

ま

す
。

北
部
地
域
の
救
急
医
療
・

高
度
専
門
医
療
を
担
う



新型コロナウイルスを収容する重症病棟を視察する大

野知事に医療機能を説明する栁澤病院長。

大野知事も真剣な表情で栁澤病院長の説明を聞いてい

た。

大野知事の視察後、記者の囲み取材に対応する栁澤病

院長。

病院長として循環器・呼吸器病センターの現状を詳し

く説明している。

未
来
を
見
据
え
る

私

は

深

谷

市

の

郊

外
（
藤

沢
）
に

生

ま

れ

育

ち

ま

し

た
。
縁

あ

っ

て

平

成

四

年

に

今

の

病

院

の

前

身

で

あ

る

小

原

療

養

所

に

着

任

し

ま

し

た
。
は

じ

め

は
、

数

年

間

の

予

定

で

し

た

が
、
今

日

ま

で

呼

吸

器

内

科

で

働

い

て

き

ま

し

た
。

生

ま

れ

育

て

て

い

た

だ

い

た

埼

玉

県

北

部

に

些

少

で

も

貢

献

で

き

る

よ

う
、

努

力

し

て

き

た

つ

も

り

で

す
。
患

者

さ

ん

の

中

に

は
、
実

家

に

近

い

人

も

ず

い

ぶ

ん

い

て
、
は

じ

め

は

同

級

生

の

親

や

親

戚

で

し

た

が
、
最

近

は

同

級

生

が

来

る

こ

と

も

あ

り

ま

す
。
病

院

か

ら

真

北

に

見

え

る

赤

城

山
、
そ

の

西

に

子

持

山
、

小

野

子

山
、
榛

名

山

と

続

く

上

州

の

山

々

や

浅

間

山

を

見

る

と

子

供

の

こ

ろ

か

ら

見

慣

れ

た

山

で

何

と

な

く

心

が

落

ち

着

き

ま

す
。
生

ま

れ

故

郷

は

い

い

な

と

し

み

じ

み

感

じ

ま

す
。
次

の

一

万

円

札

の

肖

像

に

深

谷

市

出

身

の

明

治

の

実

業

家

渋

沢

栄

一

氏

が

な

る

こ

と

が

決

ま

り
、
大

い

に

誇

り

に

思

い

ま

す
。

個

人

的

に

は
、
還

暦

を

越

え

て

体

力

の

衰

え

が

い

か

ん

と

も

し

が

た

い

で

す

が
、
何

と

か

抗

っ

て

ジ

ョ

ギ

ン

グ

を

し

て

い

ま

す
。
w

e

e

k

d

a

y

に

は

偶

に

ト

レ

ッ

ド

ミ

ル

を

使

わ

せ

て

い

た

だ

い

て

い

ま

す
、
週

末

は

何

と

か

1

0

㎞

以

上
、
月

に

1

5

0

㎞

は

走

り

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

が
、
達

成

し

な

い

月

も

多

く

な

っ

て

し

ま

い

ま

し

た
。
病

院

の

中

で

は

5

階

に

あ

る

部

屋

ま

で

基

本

的

に

は

上

り

も

下

り

も

階

段

を

利

用

し

て

い

ま

す
。
健

康

維

持

は

仕

事

の

基

本

だ

と

思

い

ま

す
。

現

在

当

セ

ン

タ
ー
は

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

の

嵐

と

地

方

独

立

行

政

法

人

化

に

向

け

た

準

備

の

大

波

に

さ

ら

さ

れ

て

い

ま

す
。
二

月

七

日

か

ら
、
ク

ル
ー
ズ

船

の

乗

客

を

受

け

入

れ

始

め

て

以

来

毎

日

途

切

れ

る

こ

と

な

く

入

院

加

療

し

て

い

ま

す
。
未

知

の

ウ

イ

ル

ス

で

感

染

様

式
、
感

染

力
、
悪

化

率
（
死

亡

率
）
、
治

療

法

な

ど

何

も

わ

か

ら

な

い

状

況

か

ら

最

前

線

で

治

療
、
看

護
、
検

査
、
保

健

所

等

と

の

調

整

に

当

た

っ

て

き

た

ス

タ

ッ

フ

の

献

身

的

な

努

力

に

は

い

く

ら

感

謝

し

て

も

し

き

れ

ま

せ

ん
。
特

に

最

初

の

頃

は
、
近

隣

の

医

療

機

関

や

行

政

機

関

の

動

き

も

悪

く
、
丸

投

げ

さ

れ

て

い

る

感

が

非

常

に

強

か

っ

た

こ

と

を

覚

え

て

い

ま

す
。
精

神

的

に

も

大

変

で

毎

日

イ

ラ

イ

ラ

し

て

い

ま

し

た
。

地

方

独

立

行

政

法

人

化

は
、
積

年

の

経

営

状

況

の

悪

さ

を

根

本

的

に

解

決

す

る

方

策

と

し

て
、
県

立

病

院

の

あ

り

方

委

員

会

が

打

ち

出

し

た

方

向

性

で

令

和

三

年

四

月

に

は

施

行

さ

れ

る

こ

と

が

決

ま

っ

て

い

ま

す
。
現

在

そ

の

準

備

が

着

々

と

進

め

ら

れ

て

い

ま

す
。
今

後
、

準

備

が

さ

ら

に

加

速

し

て

忙

し

く

な

っ

て

く

る

こ

と

と

思

い

ま

す
。

独
立
行
政
法
人
化
に
向
け
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
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埼玉県立循環器・呼吸器病センター

今般のコロナ禍において、皆様

からたくさんのメッセージやご支

援をいただきました。

メッセージを見て笑顔が溢れる職

員や涙する職員もいました。

未知のウイルスに対抗する強い原

動力、心の支えとなっています。

これからも職員一丸となり医療を

提供して参ります。

暖かい応援メッセージを誠にあ

りがとうございました。

令和2年4月1日より就任しました看護部長の高橋陽子です。

どうぞ、よろしくお願いいたします。

私自身は、この地で看護学生時代を過ごしたこともあり、またセンターの準

備室から勤務していましたので、センター周辺の景色や空気、小原療養所時代

の懐かしさも感じられるこのセンターでまた看護できることを大変うれしく

思っております。

さて、循環器・呼吸器病センターは、埼玉県、特に北部地域の循環器・呼吸

器系疾患の高度急性期医療、看護を提供し、地域医療を担う役割があります。

センター設立当初から、この役割を果たすため、多くの救急、重症患者さんを

受け入れてきました。看護部は“患者さんの生命・権利を尊重し、信頼される看護部を目指します”を理

念に掲げ、看護師一人一人が、患者さんの“いのち”に寄り添って、最善の看護ケアを提供できるよう努

力してまいりました。思い起こせば、当センター開設初日に入院した循環器内科の患者さん、初めて心臓

外科で手術した患者さん、そこから始まり、既に２６年が経ちますが、看護師の患者さんへの思いは、

ずっと変わらずに続いていると感じています。

ここ数年のセンターは、新館の建設、緩和ケア病棟の開設、腎・透析センターの開設、脳神経センター

の開設など、新たな機能を充実させています。役割機能の拡大に伴って、研修派遣や認定看護師の育成な

ど、看護の質向上を目指して取り組んできました。これからも、循環器系・呼吸器系それぞれの専門性を

高め学び実践できる看護師の育成に努めていきたいと思います。

最近では、新型コロナ感染症で、感染拡大防止に向け、皆様も大変ご苦労されていることと思います。

当センターでも、来院時の体温測定や面会制限など、患者ご家族の皆様にもご協力をいただきありがとう

ございます。皆様に安心して医療を受けていただけるよう努めていきたいと思います。今後ともよろしく

お願いいたします。
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新看護部長就任のご挨拶

看護部長 高橋 陽子
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